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WB 1:2000-1:10000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:54kD;Observed MW:54kD

CHEKT

CHEK1;CHK1;Serine/threonine-protein kinase Chk1;CHK1 checkpoint homolog;Cell cycle
checkpoint kinase;Checkpoint kinase-1
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーに属します。DNA損傷または未複製DNAの存在に対するチェックポイントを介した細胞周期停止に必須です。このタンパク質は、DNA損傷応答に関与する2つの細胞周期タンパク質であるATMとATRからのシグナルを統合する働きをします。ATMとATRは、減数分裂前期Iにおいてクロマチンにも結合します。このタンパク質によるCDC25Aタンパク質ホスファターゼのリン酸化は、二本鎖DNA切断に対する細胞周期の進行を遅らせるために必要です。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年10月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	K562全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をChk1ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

